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　附属中学校を中心とする「教育相談室」活動に関して，平成23年度の活用内容，相談件数と内容
などについて報告し，今後の課題を検討する。
〔キーワード〕教育相談室　　スクールカウンセラー　　大学附属学校　　教育相談組織　　
　　　　　　　小中移行期

平成23年度　附属中学校「教育相談室」活動報告

小林　　修*ｄ，小針　伸一*ｅ，白石　　豊*ｆ
青木　真理*ａ，金成　美恵*ｂ，鶴巻　厚保*ｃ，本田由芽美*ｃ

Ⅰ　はじめに

　福島大学附属４校園では平成17年度より，共同事業
である「教育相談室」が設置され，附属中学校を活動
母体として運営されてきた1234567。
　これまでの報告からの繰り返しになるが，スクール
カウンセラー配置と「教育相談室」設置の経緯を記し
ておく。
　「教育相談室」設置に先立ち，平成14年度からスクー
ルカウンセラー（以下SC）が配置された（青木，大
学と兼務）。教育相談室設置後，18年度には，非常勤
職として金成が６月より雇用され，SCは２名体制と
なった。金成は附属中学校に加え附属小学校にも月１
回程度勤務している。また，ニードに応じてSCは附
属中学校に隣接する附属幼稚園の保護者の相談に応
じ，教員のコンサルテーションも行っている。
　本報告は平成23年度の「教育相談室」について，主
として，附属中学校を中心としたSCの活動，附属中
学校の教育相談推進委員会，保健室との連携の４点か
ら報告する。執筆の分担は，Ⅱを主として金成が，青
木と協議しながら執筆，Ⅲを鶴巻，Ⅳを本田，Ⅴを小
林が執筆し，そのうえで執筆者全員が議論を行い，青
木の責任で全体をまとめた。

Ⅱ　スクールカウンセラーの活動
１．活動形態
　平成23年度は例年通り，附属中学校「スマイル・ルー
ム」（以下相談室）をSCの活動場所とした。生徒の状
態によっては保健室に隣接した保健相談室を利用して
の活動もあった。附属小学校についてはSCは「ほっ
とルーム」を拠点にし，相談依頼があった場合は学年
準備室を使用した。また附属幼稚園の相談者には附属
中学校相談室に来室してもらった。
　附属中学校のSCは２名（青木，金成）で，１日４
時間勤務を基本とし，のべ勤務日数は104日だった。
また通常の勤務以外に，毎月１回開かれる教育相談推

進委員会へも出席した。２名のSCの勤務日は原則別
とし，青木は月２回，金成は月７回勤務した。時間帯
は青木が各クラスでの昼食時間への参加（後述）にあ
わせて12時40分から16時40分，金成は主に火曜日・木
曜日の10時から14時とした。相談ケースは担当を固定
した。またSC２名が協力して親子並行面接を実施す
るケースもあった。
　附属小学校の勤務は金成のみで，月１回，年間11日
であった。勤務の時間帯は11時～15時が基本で，生徒
指導協議会にも出席した。附属小学校での活動は少人
数支援室担当者との情報交換や児童の行動観察が中心
だったが，６年生と保護者を対象にした「入学前相談
会」を開催した。中学入学前の不安を解消してもらう
ことを目的に２日間の相談日を設定し，１名の保護者
の利用があった。
　附属幼稚園では保護者の相談に対応したが，23年度
は特に平成23年３月11日の東日本大震災後の子どもの
対応に関する相談が多かった。

２．活動回数，相談件数，相談内容（平成24年３月
　末現在）
　平成23年度の相談件数は全体では31件，相談人数38
名，面接回数は教職員とのコンサルテーションを含め
249回であった。（表１・2）
　平成18年度にSC２名体制となって以降，相談件数・
回数ともに比較的少ない年となったが，附属幼稚園の
相談件数は過去最も多かった。（図１，2）
　附属幼稚園の相談者はすべて保護者で，東日本大震
災後の子どものストレス反応への対応などについての
相談が多かった。
　附属中学校では震災の影響を主訴とする相談はな
かったが，カウンセリングの中で震災後の不安な時期
について語られたり，進路の迷いなど将来への不安が
語られたりすることは少なくなかった。また震災後や
夏休み期間を利用しての避難や長期間の疲労から体調
不良となり，学校不適応状態に陥ったと推察される事
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例もあり，震災の影響は様々な面でうかがえた。
附属中学校では，SCが身近に感じられ気軽に相談で
きる“敷居の低い相談室”を目指し，箱庭やエゴグラ
ムなどの体験活動を継続してきたが，今年度は昼休み
を利用しての個別相談が多かったため，体験活動は減
少した。多くの生徒との接点を増やしたいと考えての
活動は，平成21年度から始まった昼食時間への参加（後
述）が中心となっている。

　その他，平成23年度活動で特徴的なのは，教員と
の情報交換やコンサルテーションが例年の約2倍と多
かったことである。教員，支援員，SCを含めてチー
ムによる支援を必要とするケースがあったので，必要
に応じて関係者で集まりケースマネージメント会議を
実施した。そのため教員との面接が多くなったと言え

る。
　養護教諭とは必要に応じて情報を交換し，SCが直
接話すことができない教員への仲立ちなども依頼し
た。養護教諭とのコンサルテーション面接は回数が多
いことから，面接回数へはカウントしていない。

　相談内容に関しては，生徒面接では箱庭・エゴグラ
ム体験の11件が最も多かった。次いで対人関係に関す
る相談が６件であった。学校内での相談活動は相談者
の置かれた状況や人間関係を把握しやすいので，必要
に応じて担任教諭を中心とした教員チームと，関わり
の方針をこまめに確認しながら多角的アプローチを実
施した。また学習に関する相談は５件であった。本校
は学習意欲の高い生徒が多いので，学習への取り組み
は，学校適応の鍵となることが多い。SCが生徒の学
習の遅れや発達的特徴を踏まえて担任教員と学習の進
め方について相談し，支援を進めるケースもあった。

　保護者からの相談は発達に絡む内容が６件と最も多
く，悩む保護者に対してより具体的な対応について話
し合うことが多かった。保護者の協力を得ることで本
人にとっての家庭および学校での環境調整が容易にな
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表１　平成23年度のSC相談件数

表２　平成23年度のSC相談の面接回数

表３　平成23年度のSC相談の内容
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り，その後の学校適応が改善されることが多かった。
本年度は保護者と生徒それぞれに面接する親子並行面
接を実施することが前年度までに比べて多かった。
SCの勤務日が異なるので，SC同士の話し合いの時間
を直後にはもつことができないが，教育相談推進委員
会で顔を合わせる際などで，それぞれが見立てと経過
について報告し合った。そういうSC同士の連携のな
かで，保護者の希望により，保護者担当，生徒担当の
2名のSCと保護者の合同面接を実施したこともある。
また今年度の来室者（生徒と保護者）38名中13名は前
年度以前からの継続相談者で，うち3名は平成22年度
末に附属小学校で実施した入学前相談会の参加者で
あった。小学校から中学校への移行期を支える活動と
して，入学前相談会はよい機会となりえていると思わ
れる。
　今後も附属四校園，特に小学校と中学校において連
携のより一層の強化をはかり，入学後何らかの困難が
予想される生徒に対してはソフトランディングできる
よう支援を進めていく必要があるだろう。

３．体験活動
　附属中学校では相談室は悩みを相談する場であると
ともに，箱庭制作やエゴグラムなど体験活動を通して
自分を理解する場であると生徒に広報している。箱庭
やエゴグラムは平成18年度から実施している体験活動
で，相談室は悩みのある生徒だけでなくどの生徒も利
用できる，広く開かれた場であることを知らせる機会
ともなっている
　本年度は１年生が入学後の４月にSCへのあいさつ
を目的に来室するなど，敷居の低い相談室になりつつ
あることを実感することがあった。また３年生は高校
受験が意識される夏休み前後から来室が増え，共同箱
庭の制作をすることがあった。複数名での来室の場合，
箱庭制作をする一方でSCと雑談を楽しむ生徒もあり，
中学校生活を通して自分や対人関係の変化について振
り返ることもあった。相談室にいる時間は，普段教室
にいる自分に一定の距離を置くことができ，生徒自身
が自分を定点観測する機会となっているように思われ
た。
　昼食時間にSCが各教室をまわることで，SCや相談
室がより身近に感じられ，来室のハードルが低くなっ
ていることが推測される。
　例年実施していたピア・サポート活動は希望者がお
らず，今年度は実施しなかった。

４．昼食時間への参加
　昼食時間への参加は平成21年度より実施され，今年
度は２名のSCが勤務日ごとに各生活班で昼食をとも
にした。昼食を共にした人数は１学年，２学年を合わ
せのべ305名であった。

　15分間の昼食時間は短いが，生徒同士の会話を聞い
たりSCが会話に加わったりしながら，相談室にいて
はわからない生徒の普段の様子を知ることができた。
本年度は特に東日本大震災の影響で屋外での活動を制
限される時期もあり，中学生にとってはエネルギーを
発散できないストレスフルな時期が続いたものと思わ
れる。昼食をとりながらの友人との会話の中で，ある
生徒が自然に震災の影響に関わる不満を口にし別の生
徒がそれに同意したり，また違う生徒が異なった自分
の考えを口にしたり，といったやりとりの場面を見
た。日々の生活でそうした繰り返しがされることで，
生徒それぞれに，自分なりに折り合いをつける妥協点
に到っているのではないかと思われた。感情は日々
刻々変化し，度々不満や不安の強い状態になることも
あると思われるが，心理的健康度の高い学級集団の中
で過ごすうちに，ひとまず適応的に暮らすことができ
たのかもしれない。しかし一方ではストレス下に置か
れた時期が長く続くことから，一度弱音を吐いてしま
うと感情が抑えられなくなるのではないかという心配
から，否定的な感情を表出できずに過ごしている可能
性も考えられる。
　放射線による健康被害を危惧する時期は今後も続く
ことが予想され，こうした生徒たちの心の動きを観察
するためにも，昼食時間への参加は次年度も大切な役
目を担っていると考えている。

５．スクールカウンセラーだより
　スクールカウンセラーだよりは本年度は12回発行し
た。主にSCの活動内容と勤務予定を知らせる内容で
あるが，生徒は各家庭に持ち帰り保護者も目を通す。
平成23年度は東日本大震災後の不安が続く時期であっ
たが内容を大きく変えることなく，相談室のイベント
告知などを中心に掲載した。年末や年度末など節目の
時期にSCからのメッセージを伝えることもあった。
例年4月の第一号はSCの自己紹介，5月の第二号は相
談室活動についてQ&A方式で説明をしている。生徒
の中には新学期のSC勤務日を確認し予約に訪れるも
のや，SCだよりに記載された箱庭制作に興味を持ち，
実際に試してみたいと要望を出してくるものもあっ
た。その他保護者から，カウンセリングを受ける子ど
ものために状況を説明する手紙を受け取ることもあ
り，保護者とのつながりを作る手段ともなっている。

（この項　金成美恵）

Ⅲ　教育相談推進委員会
１）組織
　全校の教育相談活動を包括的に推進する目的で平成
17年度から発足した委員会である。平成23年度は東日
本大震災の影響による８月の人事異動により，年度途
中でメンバーが交代した。後半のメンバーは委員長（鶴
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巻），各学年より１名ずつの委員，校長，副校長，主
幹教諭，養護教諭，ＳＣである。
２）会合とその内容
　会合は原則として月１回，ＳＣの出勤日にあわせて
開催した。内容は，カウンセリングを行っている生徒・
保護者，また相談室を時折訪問している，もしくは以
前に相談室を訪問していた生徒について，情報交換や
今後の対応についての協議を行った。
　会は各学年からの報告，SCによる報告と助言，SC
との協議の順で概ね行われた。
　会での話し合いの内容は，各学年の担当教諭が各学
年のスタッフや担任に伝え，共通理解を図った。
３）成果と課題
　本年度の成果は，情報交換だけで終わらなかった点
である。学年としてどのように対応したいのかをＳＣ
に相談し，今後の方策を話し合い，翌月に成果を確認
し，また取り組んでいくというサイクルで会を運営で
きた。
　課題は，生徒指導と教育相談で重複して対象となる
生徒もおり，それぞれについて話し合いがもたれるの
で，より効率的かつ効果的に指導する必要がある。ま
た，前年度よりも短縮されたが，それでも会議時間が
長時間になってしまったことも課題である。会議の終
了時間を明確にして行う等の工夫が必要である。

（この項　鶴巻厚保）

Ⅳ　保健室との連携
保健室とSCの連携としては以下のことを行った。
　まず，予約状況の管理である。学級担任や生徒保護
者からのカウンセリング予約や生徒本人からのカウン
セリング希望を聞いて，予約を管理した。その際，学
級担任とSC，保護者とSC，生徒とSCとを上手くつな
ぐことができるように努めた。
　次に，SC来校時には，情報の交換をした。情報交
換の内容としては，継続的にカウンセリングを受けて
いる生徒についてはもちろんのこと，保健室に来室し
ている気にかかる子についても伝えた。そのため，気
にかかる子でカウンセリングの必要がある生徒につい
ては，SCのカウンセリングへとつなげることができた。
　さらに，昨年度と同様に，附属小学校養護教諭との
連携を図り，小学校時の様子や生育状況などの情報を
得ることができた。その結果，生徒への対応方法を検
討し，よりよい対応方法を見出すことができた。

（この項　本田由芽美）

Ⅴ　主幹教諭より
　前年度，２つの反省があがった。１つ目は，月１回
のペースで教育相談推進委員会を開催したが，SCと
学校側の調整が大変であったこと。２つ目は，生徒の
状況報告に時間をかけすぎ，会議が長時間になってし
まい，明確な方策を見いだすまで至らなかったという
ものである。この反省を生かして，本年度は，教育相
談推進委員会の充実を図るために，次のように工夫し
た。
　１つ目については，年度当初にSCと学校側の予定
を調整し，年間計画に組み込んで月１回のペースで開
催した。微調整は必要となったが，予め年間計画に入
れておくことで，無理なく開催することができた。
　２つ目は，会議の進め方を変えた。以前は，SCと
学校側から，生徒一人一人の状況報告をしていた。今
年度は，学校側から生徒の様子を含めて，担任や学年
での取り組みと生徒の変容を報告し，それについて
SCからカウンセリングの様子を含め，アドバイスを
いただくようした。また，生徒の様子によって，担任
や学年で，次に取り組んでみたいことなどを相談する
ということも行った。
　本年度の取り組みは，方策まで話し合うことができ
たため，充実した会議になったとともに，それが生徒
に反映され，よい方向へと進めることができた。
　次年度，さらに充実した会議にし，よりよい支援・
指導が行えるようにするために，以前から取り組んで
いるSCの勤務日誌と学年会，教育相談推進委員会，
そして，生徒指導委員会をリンクするように，コーディ
ネートをしていく必要がある。

（この項　小林　修）

図３　12月発行のスクールカウンセラーだより

ひとりひとりが自分に拍手!!!!




